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　東
城
の
市
街
地
で
毎
年
４
月
に
行
わ
れ

て
い
る
旧
暦
ひ
な
人
形
飾
り
。商
店
や
民

家
な
ど
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
ひ
な
人
形
が
、

街
道
東
城
路
を
訪
れ
る
お
客
を
出
迎
え
ま

す
。ど
の
ひ
な
人
形
も
そ
の
家
そ
の
家
の

歴
史
が
感
じ
ら
れ
、そ
れ
を
カ
メ
ラ
に
収

め
た
い
と
毎
年
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。そ

の
中
で
も
一
番
の
お
気
に
入
り
の
写
真
が

こ
の
一
枚
で
す
。今
年
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

赤
木

　勝
二（
東
城
町
）

応
募
方
法

　写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。風
景
写
真
は
も
ち
ろ
ん

人
物
写
真
で
も
結
構
で
す
。あ
な
た
の
好
き
な

庄
原
市
の
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、こ
の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
2
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
、郵

送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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し
ょ
う
ば
ら百

景

（平成22年４月18日撮影）

Vol.22

東
城
の
旧
暦
ひ
な
飾
り

携帯からはこちら携帯からはこちら戸建てリフォーム革命　イベント広島 検索

住まいの再生をお考えの方、今すぐクリック！

「
里
山
の
ひ
な
ま
つ
り
展
」

食彩館しょうばらゆめさくらで開催中の「手仕事里山のひなまつり展」。

市内の個人やグループなどが手づくりしたひな人形やひな飾りが

展示されています。3月13日（日）まで。

10 庄原さとやま博春のイベント

2 功績をたたえ74人を表彰

4 庄原市地域医療連携ネットワークシステム運用開始

6 第5次経済危機対策で約5.7億円を予算化

8 地域審議会が開催

9 シリーズ国民健康保険の将来のために

11 成年後見制度をご存知ですか？

20 健康広場「ちゃんと眠れていますか？」

14 市政トピックス

16 カメラレポート

21 お知らせ



広報 23 広報 2011. 32011 . 3

 

今
岡

　
 

荘 
（
東
城
町
）

上
岡

　正
惠 
（
口
和
町
）

小
田

　貢
司 
（
比
和
町
）

黒
川

　和
海 
（
東
城
町
）

佐
々
木
弘
子 
（
高 

町
）

實
兼

　
 

稔 
（
峰
田
町
）

田
辺

　靖
雄 
（
東
本
町
）

中
田

　博
章 
（
総
領
町
）

中
間

　祐
吉 
（
高
野
町
）

比
原

　幸
恵 
（
西
城
町
）

※
市
内
在
住
で
、平
成
22
年
9
月
30
日
現
在
、

献
血
が
30
回
に
達
し
た
方

岩
見
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総
領
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胡
子

　哲
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大
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大
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総
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本
健
次
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神
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小
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瀧
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寺
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友
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中
市

　孝
義 
（
高
野
町
）

中
村

　孔
次 
（
濁
川
町
）

長
谷
川
伸
拡 
（
西
城
町
）

原
田

　勝
登 
（
七
塚
町
）

福
田

　一
斎 
（
市
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　靖
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松
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殿
垣
内
町
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山
坂
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治 
（
総
領
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山
田

　
　功 
（
高
茂
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）

山
田

　年
克 
（
峰
田
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）

森
兼

　
　貢 
（
西
城
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）

前
川

　俊
清 
（
三
次
市
）

岩
田
フ
ヂ
ヱ 
（
東
城
町
）

草
谷

　末

　
 

（
高
野
町
）

栗
本

　京
助 
（
高
野
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）

實
延
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（
比
和
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）

白
根
千
惠
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西
城
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）

塚
本

　治
世 
（
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　町
）

中
間

　
　武 
（
東
城
町
）

中
村

　
　充 
（
高
野
町
）

村
上

　聖
子 
（
東
城
町
）

守
谷

　
　勝 
（
口
和
町
）

柳
迫

　初
惠 
（
高
野
町
）

曽
田

　
　夫 
（
廿
日
市
市
）

株
式
会
社
ア
キ
タ

代
表
取
締
役

　秋
田

　善
祺 
（
福
山
市
）

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

泉
谷

　直
木 
（
東
京
都
墨
田
区
）

Ｎ
Ｓ
ウ
エ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

　
　岡

　史
郎 
（
新
庄
町
）

大
旗
連
合
建
築
設
計
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　大
旗

　
　健 
（
広
島
市
）

極
東
ゴ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　飯
島

　護
也 
（
大
阪
府
堺
市
）

髙

　
　勇
吉 
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）

自
治
労
庄
原
市
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

　岡
本

　弘
樹 
（
中
本
町
）

庄
原
建
設
安
全
協
議
会

会
長

　小
林

　茂
樹 
（
西
本
町
）

庄
原
建
設
業
協
会

会
長

　玉
川

　忠
義 
（
東
本
町
）

庄
原
市
自
治
振
興
区
連
合
協
議
会

会
長

　永
井

　忠
司 
（
中
本
町
）

庄
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長

　高
橋

　辰
夫 
（
西
本
町
）

有
限
会
社
伊
達
デ
パ
ー
ト

株
式
会
社
ジ
ー
ン
ズ
カ
ジ
ュ
ア
ル
ダ
ン

代
表
取
締
役

　伊
達

　
　
　

 

（
西
本
町
）

田
邊 

玄
真 
（
川
手
町
）

株
式
会
社
チ
ュ
ー
ゲ
イ

西
田
産
業
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

佐
々
木

　満 
（
中
本
町
）

株
式
会
社
広
島
東
洋
カ
ー
プ

オ
ー
ナ
ー
代
表
取
締
役
社
長

松
田

　
　元 
（
広
島
市
）

広
島
み
ど
り
信
用
金
庫

理
事
長

　森
信

　正
敏 
（
西
本
町
）

広
島
和
田
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

　山
田

　哲
史 
（
新
庄
町
）

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
7
1
0
地
区

ガ
バ
ナ
ー

　前
田

　
　茂 
（
広
島
市
）

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
7
1
0
地
区

グ
ル
ー
プ
12

ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　村
竹

　
　昇 
（
三
次
市
）

東
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
長

　横
山

　
　勝 
（
東
城
町
）

庄
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
長

　内
田

　直
恵 
（
西
本
町
）

穐
田

　正
明 
（
川
北
町
）

萩

　
　博
明 
（
川
北
町
）

矢
谷

　和
昭 
（
門
田
町
）

横
山
八
州
文 
（
川
北
町
）

　庄原市表彰状授与式を２月６日、市役所本庁舎
で開催しました。
　本年度は、多年にわたり公民館活動を通じて本
市の文化の発展に尽力された方、各種委員・消防
団員として在職し市政の振興に多大な貢献をさ
れた方、助け合いの精神で献血を30回以上された
方や多額の浄財を寄付された方々。そして、昨年
の集中豪雨災害に際し、自らの危険を顧みず人命

を救出された方、その後の被災者の支援や災害復
旧活動のために多額の義援金や見舞金を贈られ
た個人・団体を合わせ、74人を表彰しました。
　表彰状授与式には32人が出席。滝口季彦市長は

「地域発展への献身的な活動や職務に対する不断
の努力、災害での救助活動・復旧支援への貢献は、
正に市民の模範とするところです」とあいさつ。
一人一人に表彰状と記念品が渡されました。

多
年
に
わ
た
り
公
民
館
活
動
を
通
じ
て

本
市
の
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
方

自
己
の
危
険
を
顧
み
ず

人
命
を
救
助
し
た
方

都
市
計
画
審
議
会
委
員
15
年
以
上
の

在
職
者

価
格
１
０
０
万
円
以
上
の
金
品
の

寄
付
者

災
害
に
際
し
て

価
格
１
０
０
万
円
以
上
の
寄
付
者

民
生
委
員
児
童
委
員
15
年
以
上
の

在
職
者

献
血
回
数
30
回
以
上
の
方

消
防
団
員
25
年
以
上
の
在
職
者

農
業
委
員
会
委
員
15
年
以
上
の
在
職
者

庄原市表彰状受賞者（氏名　五十音順　敬称略）

庄原市表彰状授与式

総務課人事秘書係　鈎0824‐73‐1125

TESTIMONIAL
INVESTITURE

Shobara city  testimonial  investiture

功績をたたえ74人を表彰

庄原市観光協会連合会
株式会社アキタ　
日本キリスト教団広島南部教会

総務課行政係　鈎0824-73-1123

　７月16日に発生した豪雨災害に対する見
舞金について、前回掲載しました１月号以降
にいただいた企業・団体名、個人のお名前を
掲載させていただきます。

※見舞金は市の一般会計の歳入とし、災害復興支援に係る
　事業の経費に充てさせていただきます。

【企業・団体】

見舞金名簿 （順不同、敬称略にて掲載）

豪雨災害に対する見舞金ありがとうございました



　市
内
の
自
治
振
興
区
や
自
治
会
な
ど

が
、宝
く
じ
を
財
源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
の
採
択
を
受
け
て
、備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
促
進
と
、そ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
業
で
、宝
く

じ
の
財
源
を
も
と
に
一
定
の
基
準
を
設

け
て
助
成
を
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

　本
年
度
助
成
を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
は
、活
動
基
盤
の
整
備
が
図
ら

れ
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
０
９

（単位：円）

実施団体名 整　備　備　品 事 業 費 助 成 額

上原一区自治会

金田自治会

塩原自治振興区

グリーンピア大佐村

川西上自治振興区

2,079,525

2,428,801

1,421,980

2,212,875

1,117,050

2,000,000

2,400,000

1,400,000

2,200,000

1,100,000

テーブル・イス・テント・テレビ・テレビ台・マイク・DVDプレーヤー
血圧計・体組成バランス計・握力計・ストップウォッチ
マッサージチェア

芝刈り機・刈刃研磨機・音響設備・カセットデッキ・発電機・投光機
テレビ・紅白幕・長机・丸イス・丸テーブル・アルミ長イス

ノートパソコン・プリンター・テレビ・テレビ台・音響設備・マイク
画像レコーダー・ビデオカメラ・バッテリー・キャリングケース・三脚

放送設備・BDレコーダー・プロジェクター・スクリーン・プリンター
パソコン・テレビ・エアコン・デジカメ・ビデオカメラ・イス・テーブル
グラウンドゴルフセット

会議用テーブル・パイプイス

宝
く
じ
の
財
源
で

地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

備
品
を
整
備

整備した紅白幕や音響設備などを
敬老会などの行事で活用（金田自治会）
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　「庄原市地域医療連携ネットワークシステム」とは、市役所と市
内24医療機関、市外１医療機関の計25医療機関に専用パソコン
を設置し、パソコン同士を電子回線でつなぐことで、医療情報を共
有し相互に連携をとることができる医療システムです。
　このシステムの導入で、診療効率と連携スピードのアップが期
待できます。

●庄原市地域医療連携ネットワーク （イメージ図）

光ケーブル
（e－しょうばらネット）を活用

庄原地区比和地区東城地区

西城地区 口和地区 高野地区総領地区

庄
原
赤
十
字
病
院

さ
く
ら
診
療
所

田
渕
医
院

毛
利
医
院

林
医
院

河
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

児
玉
医
院

戸
谷
病
院

み
よ
し
ク
リ
ニ
ッ
ク

庄
原
同
仁
病
院

岡
山
大
学
病
院

田
中
診
療
所

東
城
病
院

細
川
医
院

日
傳
医
院

瀬
尾
医
院

三
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

こ
ぶ
し
の
里
病
院

接続病院 接続診療所

阿
多
医
院

西
城
市
民
病
院

国
原
医
院

口
和
診
療
所

ふ
る
里
診
療
所

高
野
診
療
所

総
領
診
療
所

庄原赤十字病院～岡山大学病院間を
市のセンターサーバを経由して接続

師
不
足
は
、全
国
的
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、過
疎
・
高

齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で
は
、医
療
機
関

の
存
続
が
危
う
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、と
て
も

深
刻
な
問
題
で
す
。

　現
在
、市
内
の
診
療
体
制
は
、重
症
患
者

の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
庄
原
赤
十
字

病
院
と
西
城
市
民
病
院
、そ
し
て
身
近
な
か

か
り
つ
け
医
で
あ
る
診
療
所
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、高
度
で
専
門
性

を
必
要
と
す
る
病
気
や
症
状
の
場
合
は
診

療
所
か
ら
病
院
へ
紹
介
し
、病
気
や
症
状
が

軽
い
場
合
は
、病
院
か
ら
診
療
所
へ
紹
介
す

る
こ
と
も
あ
り
、相
互
に
連
携
を
取
り
な
が

ら
役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、病
院
・
診
療
所
間
の
紹
介
は
、手

書
き
な
ど
し
た
紙
で
や
り
取
り
し
て
い
ま

す
。ま
た
、レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
も
、フ
ィ
ル
ム

を
現
像
し
た
も
の
を
送
っ
て
い
る
な
ど
、紹

介
す
る
の
に
手
間
と
時
間
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、庄
原
赤
十
字
病
院
に
は
、専

門
的
な
放
射
線
診
断
医
師
が
い
な
い
た
め
、

県
外
の
岡
山
大
学
病
院
か
ら
週
１
回
、専
門

医
の
派
遣
を
受
け
て
い
ま
す
。

は
こ
う
し
た
中
、市
内
の
医
療
機
関

を
結
ぶ
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、紹
介
患
者
の
症
状
な
ど
の
情
報
を
医

療
機
関
が
相
互
に
共
有
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
、薬
や
検
査
の
重
複
を
防
ぐ
こ
と
も

で
き
ま
す
。ま
た
、画
像
診
断
も
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
瞬
時
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、緊
急
時
な
ど
に
遠
隔
地
に
い
る
専
門
医

の
診
断
を
受
け
て
適
切
な
診
療
を
迅
速
に

行
う
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、庄
原
赤
十
字
病
院
や
西
城

市
民
病
院
な
ど
の
中
核
病
院
に
勤
務
す
る

専
門
医
や
各
医
療
機
関
が
持
つ
高
度
な
医

療
機
器
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、こ
れ

ま
で
以
上
の
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、遠
く
の
病
院
へ
行

か
な
く
て
も
、必
要
な
治
療
を
近
く
の
診
療

所
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、医
療
を

受
け
る
環
境
が
充
実
し
ま
す
。

人
情
報
は
、安
全
性
の
極
め
て
高
い

セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
ー
で
管
理
さ
れ

ま
す
。専
用
の
電
子
回
線
を
利
用
す
る
の
で
、

専
用
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る
医
療
機
関
以

外
の
者
が
患
者
の
個
人
情
報
を
入
手
し
た

り
、利
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医市 シ
ス
テ
ム
導
入
に
至
る

市
の
医
療
の
現
状

シ
ス
テ
ム
導
入
で
医
療
情
報
の

共
有
や
遠
隔
診
断
が
可
能
に

個 患
者
の
個
人
情
報
が

外
部
に
漏
れ
た
り
利
用
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

庄
原
市
地
域
医
療
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

４
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

　鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
5
5

Shobara community medicine cooperation network system

シ
ス
テ
ム
導
入
で

主
に
行
え
る
こ
と

システムの導入で、診療効率と連携スピードがアップ

①グループウェア（情報の共有化）
　業務連絡や電子メールでの通知・報告など、接続医療機関
　相互で情報共有を図ることが可能になります。

②紹介状の送受信
　紹介状の通知や返書を電子データで管理することできます。

③遠隔画像診断
　レントゲン写真などの画像診断の依頼や受託、結果レポー
　トの返信までの総合的な管理ができます。

３
つ
の
機
能 庄原市役所

センター施設
庄原市役所

センター施設
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01 安全安心な地域生活基盤の整備を目指して～きめ細かな交付金～
インフラ整備（ソフト事業含む）を次の５つの視点で実施します。02

実　施　内　容 予　算

① きめ細かな安全・安心な子育て環境の充実

2,849万円

4,704万円

2,547万円

3億1,920万円

8,979万円

5億999万円

4,061万円

1,149万円

合　　　　　計

弱者への支援と対策に重点～住民生活に光をそそぐ交付金～
ソフト事業（ハード事業含む）を次の２つの視点で実施します。

第5次庄原市

企画課企画調整係　鈎0824‐73‐1128

●保育所管理運営事業…みどり園保育所保育室増築・合併浄化槽設置

③ きめ細かな生活環境の整備

●公用車管理事業…児童送迎等マイクロバス購入

④ きめ細かな医療体制の整備

●医療施設運営対策事業…庄原赤十字病院医療機器購入補助

⑤ 地域活性化の視点に立った事業

●防犯関係事業…防犯灯LED化整備

●広報広聴事業…市ホームページリニューアル

●自治振興事業…口和自治振興センター空調設備修繕、峰田自治振興セン
タートイレ改修

●交通安全施設整備事業…防護柵、街路灯、ガードレール、カーブミラーな
どの整備

●河川維持事業…護岸工事など

●東城中央運動公園管理事業…芝張替え

●防災対策事業…土砂災害ハザードマップ作製（山内地区）、山崩発生予知施設接続

●地区公民館管理運営事業…下高公民館トイレ水洗化

●文化会館管理運営事業…比和文化会館洋式トイレ設置など

●コミュニティセンター管理運営事業…湯川コミュニティセンター教室改修、和南原コミュニティ
センタートイレ水洗化

●農村集会施設等管理事業…馬場竹之花集会所下水道・簡易水道接続、湯川
構造改善センタートイレ水洗化、農村青年会館下水道接続、小鳥原農村公
園ウッディセンタートイレ水洗化、熊野農産物加工施設トイレ改修、金田
集会所トイレ水洗化など

●高野診療所管理事業…医療機器購入
●口和診療所管理運営事業…医療機器購入
●病院事業…西城市民病院医療機器購入補助

●障害者支援事業…障害者施設整備補助
●老人福祉センター等管理運営事業…湯川老人集会所下水道接続工事・トイレ改修
●緊急通報体制整備事業…緊急通報装置取り替え

② きめ細かな安全・安心な教育環境の推進

●小学校事務局管理事業…全小学校施設内放送同報装置設置、峰田小教室等床面改修、板橋小バス待
機所設置、東小排水路改修、西城小防球ネット設置、比和小ＥＶバッテリー改修など

●郷土資料館管理運営事業…宮田武義記念館展示活用ガラスケース・展示パネルなど設置

●中学校事務局管理事業…全中学校施設内放送同報装置設置、西城中黒板改修、東城中校舎エアコン
機器設置、口和中バックネット改修、比和中男女更衣室改修など

●田園文化センター管理運営事業…ベビーベッドおよび洋式トイレ設置

　世
界
同
時
不
況
以
降
、不
況
に
よ

り
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
安

全
が
脅
か
さ
れ
、
資
金
繰
り
に
苦

し
む
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
急
増
し
ま
し
た
。本
市
で
は
、皆

さ
ん
の
安
心
な
生
活
と
事
業
・
雇

用
を
守
る
た
め
に
、
庄
原
市
緊
急

経
済
・
生
活
支
援
対
策
本
部
を
平

成
20
年
12
月
に
設
置
し
、
国
や
県

の
施
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
こ
れ

ま
で
約
50
・
9
億
円
を
予
算
化
し
、

緊
急
・
生
活
支
援
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　市
は
国
の
平
成
22
年
度
補
正
予

算
を
受
け
て
、
第
５
次
庄
原
市
経

済
危
機
対
策
事
業
を
予
算
化
し
ま

し
た
。

　第
５
次
経
済
危
機
対
策
は
、
国

の
方
針
で
あ
る「
円
高
・
デ
フ
レ
対

応
の
た
め
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
」

の
趣
旨
に
沿
っ
た
、
弱
者
に
対
す

る
支
援
に
重
点
を
置
き
、
安
全
安

心
な
地
域
生
活
基
盤
を
整
備
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
に
は
、国
の「
地

域
活
性
化
交
付
金（
き
め
細
か
な
交

付
金
・
住
民
生
活
に
光
を
注
ぐ
交
付

金
）」5
億
4
2
4
万
4
千
円
を
活

用
し
ま
す
。

第
５
次
経
済
危
機
対
策

弱者への支援と地域生活基盤の整備へ約5.7億円を予算化弱者への支援と地域生活基盤の整備へ約5.7億円を予算化

実　施　内　容 予　算

① 弱者対策、自立支援

1,241万円

●母子保健事業
　【障害者（児）支援事業】
　健診による発達障害の早期発見、発達障害児への継続支援、保護者相談と支援の充実

② 知の地域づくり

基金積立

●地域振興基金積立
　平成23、24年度に行う雇用拡大につながる事業へ充当（障害者（児）支援事業、児童虐待防止事業、図書

推進事業）

●教育振興事業
　【学校図書購入事業】
　学校図書館の図書の充実

●田園文化センター管理運営事業
　【図書整備事業および図書館本館子どもの読書活動推進計画実施事業】
　新刊図書の導入や専門書の充実と子どもの読書活動推進計画におけ

る読書活動の推進

　【図書館本館施設整備事業】
　市民が利用しやすい図書館環境の充実

●図書館分館管理運営事業
　【図書館比和分館事業】
　市民が利用しやすい図書館環境の充実

●精神保健総務事業
　【うつ病対策事業】
　自殺の要因にもなる「うつ」や「ひきこもり」の予防対策

●自立支援事業
　【障害者（児）支援事業（サポートファイル利用促進）】
　障害を持つ子どもの成長を記録するための県内統一ファイルの作成・配布

●男女共同参画推進事業

　【婦人相談員設置事業】
　DVと児童虐待が密接な関係にあることから、これに対する専門知識、経験を持つ相談員の設置

　【相談室整備事業】
　DV被害者が安心して相談できる環境の整備

　【ＤＶ予防啓発事業】
　DVとDV被害者へ理解を深めるための市民啓発と相談先の周知

●子育て支援センター事業
　【児童虐待予防事業（発達支援）】
　発達上の難しさを抱える子を持つ家庭の増加に対応した育児相談や支援環境の整備

　【児童虐待防止啓発事業】
　児童虐待の増加に対応した虐待防止の啓発推進

6,451万円合　　　　　計

経済危機対策

Economic measure経済危機対策
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保
健
医
療
課
国
保
年
金
係
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国
保
財
政
の
動
向

国
保
財
政
の
し
く
み

国
保
財
政
の
課
題

　本
市
の
国
保
財
政
は
、高
齢
者
割
合
の
増

加
や
か
か
る
病
気
の
多
様
化
な
ど
で
年
々

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。国
保
事
業

を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、市

の
取
り
組
み
に
加
え
て
、加
入
者
で
あ
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

　そ
こ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
に
関
わ
り
が
深

い
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
財
政
の

厳
し
い
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
制
度
を
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
連

載
し
て
い
き
ま
す
。

　第
１
回
目
は
、国
保
財
政（
保
険
税
）の
し

く
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　１
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、国
保
の
加
入
者
数
は
減
少
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。し
か
し
、生
活
習
慣
病
に
起
因
す

る
疾
病
で
の
受
診
者
は
増
え
て
お
り
、そ
れ

に
伴
い
医
療
費
も
増
加
し
、保
険
財
政
を
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

　図
に
示
す
と
お
り
、診
察
・
治
療
に
か
か

っ
た
費
用（
医
療
費
総
額
）は
、皆
さ
ん
が
病

院
な
ど
で
受
診
し
た
と
き
に
窓
口
で
支
払

う
お
金（
①
一
部
負
担
金
）と
市
の
国
保
会

計
か
ら
支
出
し
て
い
る『
保
険
給
付
費
』で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
保
険
給
付
費
は
、②
前
期
高
齢
者
交

付
金
、③
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
等
、④
国
民

健
康
保
険
税
、こ
の
３
つ
で
支
え
ら
れ
て
お

り
、医
療
費
総
額
か
ら
①
②
③
を
差
し
引
い

た
残
り
は
、保
険
税
で
確
保
す
べ
き
金
額
と

な
り
ま
す
。

　治
療
や
服
薬
が
増
え
、医
療
費
の
総
額
が

膨
ら
む
と
、①
②
③
の
金
額
も
増
え
ま
す
。

（
右
図
参
照
）

　し
か
し
、保
険
税
は
、加
入
者
数
や
所
得

に
応
じ
て
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、医
療
費
が
増
え
て
も
保
険
税

が
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
た
め
現
在
は
、必
要
な
保
険
税
の
総

額
が
不
足
し
て
お
り
、そ
の
不
足
分
を「
国

保
の
貯
金
」で
あ
る
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
て
穴
埋
め
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
基
金
も
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
お
り
、

い
つ
ま
で
も
穴
埋
め
に
頼
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、保
険
税
率
を
改
正
し
、保
険
税

で
確
保
す
る
金
額
を
増
や
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

※
次
回
は「
保
険
税
の
算
定
方
法
」で
す
。み

な
さ
ん
の
保
険
税
が
ど
の
よ
う
に
計
算
さ

れ
て
い
る
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

N a t i o n a l  H e a l t h  I n s u r a n c e

庄
原
市
国
保
の
将
来
の
た
め
に

「
国
保
財
政
の
し
く
み
」

財源不足
【3.5億円に増加】

医
療
費
総
額（
40
億
円
）

保
険
給
付
費（
32
億
円
）

④国民健康保険税
【6.4億円】

①一部負担金
未就学児２割、
70～74歳１または３割、
その他３割

【８億円に増加】

②前期高齢者
　交付金

【13.1億円に増加】

【９億円に増加】

③国・県からの
　交付金等

財源不足
【2.1億円】

医
療
費
総
額（
35
億
円
）

保
険
給
付
費（
28
億
円
）

④国民健康保険税
【6.4億円】

①一部負担金
未就学児２割、
70～74歳１または３割、
その他３割

【７億円】

②前期高齢者
　交付金

【11.5億円】

【８億円】

③国・県からの
　交付金等

基金残高の減少・不足 不足分は基金の
取崩しで補填

平成21年度決算では、6,000万円余りの財源が不足しており、
本年度はそれ以上、２億3,000万円余りの額が不足する見込みとなっています。

第1回
[シリーズ]

例
え
ば
医
療
費
が

5
億
円
増
加
す
る
と

税率改正が
なければ増減なし

不足は
1.4億円増

拡
大

地
域
審
議
会

企
画
課
企
画
調
整
係

　鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
2
8

（単位：千円・件）

（単位：千円）

事業費
（６年間合計） 事業件数

2,533,916

7,625,637

17,710,716

11,026,761

8,695,420

1,571,030

49,163,480

①協働の力で 笑顔が輝くまちづくり（自治・協働）

②さとやま資源の活用で 地域が輝くまち（産業・交流）

③自然との共生で 暮らしが輝くまち（環境・基盤・定住）

④心と体の健康づくりで 命が輝くまち（保健・福祉・医療）

⑤ふるさとを愛する心で 人が輝くまち（教育・文化）

⑥重点戦略プロジェクト

24

86

214

49

48

13

434合　　　　　　計

長
期
総
合
計
画
・
後
期
実
施
計
画
を
諮
問

●
主
な
新
規
・
変
更
事
業

●
実
施
計
画
に
対
す
る
主
な
意
見

　本
年
度
の
地
域
審
議
会
が
、12
月
22
日
か

ら
１
月
26
日
に
か
け
て
市
内
７
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　審
議
会
で
は
、平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
ま
で
の
第
一
次
実
施
計
画
お
よ
び
長

期
総
合
計
画
・
前
期
実
施
計
画
の
事
業
実
績

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、平
成
22
年
度
か
ら

平
成
27
年
度
ま
で
の
後
期
実
施
計
画
の
う

ち
、平
成
23
年
度
以
降
の
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
諮
問
し
、審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　事
業
計
画
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情

に
即
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
か
、ま
た
、

新
た
な
財
政
計
画
お
よ
び
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
を
踏
ま
え
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
な
ど
、慎
重
に
検
討
さ
れ
ま
し
た
。審

議
の
結
果
、全
て
の
審
議
会
か
ら「
適
当
と

認
め
る
」旨
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

●
庄
原
赤
十
字
病
院
増
改
築
資
金
助
成
事

業【
新
規
】
　総
事
業
費
…
４
億
円

＝
平
成
23
年
度
か
ら
建
物
の
安
全
性
の
確

保
や
診
療
機
能
の
強
化
な
ど
、大
規
模
な
増

改
築
工
事
が
行
わ
れ
る
庄
原
赤
十
字
病
院

へ
の
建
設
補
助
。

●
庄
原
中
学
校
改
築
事
業【
変
更
】

変
更
後
総
事
業
費
…
33
億
８
９
５
万
７
千
円

＝
校
舎
建
築
面
積
の
増
加
や
特
別
教
室
棟

へ
の
地
域
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
る
変
更

●
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、事
業
の
必
要

性
な
ど
を
十
分
検
討
し
、真
に
必
要
な
事
業

実
施
に
努
め
る
こ
と
。

長期総合計画・後期実施計画事業費総括表 （施策体系別）

（参考） 長期総合計画・後期実施計画事業費総括表 (全会計・全事業）

事業 会計 区　　　分 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 合　計

普
通
建
設

一

　般

特 

別

企 

業

小 

計

全
一
般

合　計

※小中学校環境整備事業は通常事業、（ ）は事業件数

①協働のまちづくり（自治振興区・自治振興センター化支援など）
②安全･安心な暮らしづくり（医療環境整備）
③子育て支援･教育環境の整備（保育所･小中学校の耐震化対策など）
④重点プロジェクト（農業自立振興プロジェクト、木質バイオマス活用プロジェクト、観光振興･定住促進プロジェクト）

※会議資料・審議経過は、市ホームページへ掲載しています。

特定事業（34）

通常事業（284）

計

小中学校環境整備事業（1）

小　　計（319）

特定事業（0）

通常事業（11）

小　　計（11）

特定事業（1）

通常事業（4）

小　　計（5）

特定事業（35）

通常事業（301）

小　　計（336）

特定事業（0）

通常事業（99）

小　　計（99）

特定事業（35）

通常事業（399）

合　　計（434）

1,264,490

3,210,195

4,474,685

12,000

4,486,685

0

895,011

895,011

255,320

137,050

392,370

1,519,810

4,254,256

5,774,066

0

3,206,288

3,206,288

1,519,810

7,460,544

8,980,354

2,353,124

2,297,629

4,650,753

12,000

4,662,753

0

935,378

935,378

56,500

73,479

129,979

2,409,624

3,306,486

5,716,110

0

3,344,892

3,344,892

2,409,624

6,663,378

9,073,002

3,852,835

1,960,314

5,813,149

12,000

5,825,149

0

848,566

848,566

21,500

310,867

332,367

3,874,335

3,131,747

7,006,082

0

2,988,605

2,988,605

3,874,335

6,220,352

9,994,687

1,831,484

2,094,076

3,925,560

12,000

3,937,560

0

694,582

694,582

20,000

58,000

78,000

1,851,484

2,858,658

4,710,142

0

2,953,642

2,953,642

1,851,484

5,762,300

7,663,784

1,377,215

1,986,266

3,363,481

12,000

3,375,481

0

429,582

429,582

20,000

54,500

74,500

1,397,215

2,482,348

3,879,563

0

2,914,617

2,914,617

1,397,215

5,396,965

6,794,180

746,840

2,360,222

3,107,062

12,000

3,119,062

0

567,062

567,062

20,000

19,000

39,000

766,840

2,958,284

3,725,124

0

2,932,349

2,932,349

766,840

5,840,633

6,657,473

11,425,988

13,908,702

25,334,690

72,000

25,406,690

0

4,370,181

4,370,181

393,320

652,896

1,046,216

11,819,308

19,003,779

30,791,087

0

18,340,393

18,340,393

11,819,308

37,344,172

49,163,480

…後期実施計画の中で必要性・緊急性・重要性などが高いものを重点的に実施する事業特定事業

庄原地区
地域審議会のようす
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　精
神
上
の
障
害（
知
的
障
害
、精
神
障
害
、

認
知
症
な
ど
）に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
人
が
、預
貯
金
の
管
理
や
日
常
生
活
で

の
契
約
な
ど
を
行
う
と
き
に
不
利
益
を
被

ら
な
い
た
め
、家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を

行
い
、選
任
さ
れ
た
援
助
者
が
金
銭
管
理
や

契
約
の
支
援
な
ど
を
す
る
制
度
で
す
。

　成
年
後
見
制
度
は
、「
任
意
後
見
制
度
」と

「
法
定
後
見
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　任
意
後
見
制
度
は
、判
断
能
力
が
低
下
す

る
前
に
自
分
で
あ
ら
か
じ
め
準
備
を
し
て

お
く
制
度
、法
定
後
見
制
度
は
す
で
に
判
断

能
力
が
低
下
し
て
い
る
人
の
た
め
の
制
度

で
す
。

　今
回
は
、実
例
の
多
い
法
定
後
見
制
度
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　申
立
書
、本
人
お
よ
び
申
立
人
の
戸
籍
謄

本
、戸
籍
の
附
票
、登
記
事
項
証
明
書
、診
断

書
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
対
象
と
な
る
人
が
総
領
地
域
を
除
く
市

内
の
方

広
島
家
庭
裁
判
所
三
次
支
部

（
鈎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
６
９
）

●
対
象
と
な
る
人
が
総
領
地
域
の
方

広
島
家
庭
裁
判
所
福
山
支
部

（
鈎
０
８
４
‐
９
２
３
‐
２
８
１
０
）

●
市
役
所

【
高
齢
者
の
場
合
】

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
６
５
）

ま
た
は
各
支
所
福
祉
担
当
室

【
障
害
者
の
場
合
】

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

（
鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０
）

ま
た
は
各
支
所
福
祉
担
当
室

●
社
会
福
祉
協
議
会

庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
総
合
セ
ン
タ
ー

（
鈎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
７
１
２
０
）

● 法定後見制度の概要

法定後見制度は、「後見」、「保佐」、「補助」の３種類に分かれています。

類　　型 後　　見 保　　佐 補　　助

対象になる人
精神上の障害により、
常に判断能力を欠く人

精神上の障害により、
判断能力が著しく不十分な人

精神上の障害により、
判断能力が不十分な人

鑑定の要否 原則必要 原則必要 原則診断書などで可

申立人になれる人

申し立て時の
本人同意

本人・配偶者・４親等内の親族など

不　要 不　要 必　要

同意権および
取消権の範囲

代理権の範囲

日常生活に関する
行為以外の行為

法律上定められた
重要な行為

本人の同意を得た上で、
家庭裁判所が定めた
法律行為

財産に関するすべての
法律行為

申し立ての範囲内で、
家庭裁判所が定める
特定の法律行為
※本人同意が必要

申し立ての範囲内で、
家庭裁判所が定める
特定の法律行為
※本人同意が必要

●判断能力が十分でない人の財産管理や身上監護ができる
●成年後見人などの地位が公的に証明される
●本人が詐欺に遭っても成年後見人が契約を取消すことができる

「
成
年
後
見
制
度
」を
ご
存
知
で
す
か
？

法定後見制度の
メリット

成
年
後
見
制
度
と
は
…

01

必
要
書
類

03

申
し
立
て（
手
続
き
）
先

04

相
談
窓
口

05

成
年
後
見
制
度
の
種
類

02

音
の
里
、口
和
で

懐
か
し
い
音
と
映
像
の
体
験

MENU

　「
日
本
さ
く
ら
名
所
1
0
0
選
」に
選
ば

れ
て
い
る
庄
原
上
野
公
園
に
は
、毎
年
県
内

外
か
ら
多
く
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
す
。

　そ
こ
で
、近
接
し
た
上
野
総
合
公
園
を
会

場
に
、備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
主

催
の
連
携
イ
ベ
ン
ト「
備
北
の
桜
と
ス
イ
ー

ツ
祭
」を
開
催
し
ま
す
。春
を
満
喫
で
き
る

催
し
、備
北
の
ス
イ
ー
ツ
、B
級
グ
ル
メ
を

堪
能
で
き
る
食
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、

花
見
だ
け
で
な
く
備
北
の
食
も
楽
し
ん
で

も
ら
い
、市
内
外
に
備
北
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。ま
た
、春
の
既
存
イ
ベ
ン
ト
、体

験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
一
元
的
に
P
R
し
て
、

四
季
を
通
じ
て
集
客
力
の
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

と
き

　４
月
10
日（
日
）10
時
～
15
時

と
こ
ろ

　上
野
総
合
公
園
・
上
野
公
園

内
容

　

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　（
桜
に
ま
つ
わ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）

●
ス
イ
ー
ツ

　（
ス
イ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
、出
店
）

●
フ
ー
ド
コ
ー
ト

　（
庄
原
・
三
次
の
B
級
グ
ル
メ
な
ど
）

●
観
桜
会（
茶
席
、俳
句
・
短
歌
の
会
）

●
桜
写
真
、桜
絵
手
紙
教
室

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局

鈎
0
8
2
4
‐
4
4
‐
3
8
5
5

備
北
の
桜
と
ス
イ
ー
ツ
祭

商工観光課　鈎0824‐73‐1177

　庄原さとやま博の春舞台を飾るイベントを紹介します。
　庄原の春といえば「桜」。関係団体と連携して、この桜と
スイーツを満喫できるイベントを開催します。

開催中

紹  

介  

リ  

レ  

ー

オ
ス
ス
メ
の

体
験
メ
ニ
ュ
ー

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
申
し
込
み
は
、庄
原
市
観
光
協
会
連
合
会
観
光
公
社
設
立
準
備
室

（
鈎
0
8
2
4
‐
7
5
‐
0
1
7
3
）ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
h
ttp

://sh
o
b
a
ra
-sa

to
ya

m
a
.jp

　口
和
郷
土
資
料
館
の
映
像
・
音
声
機
器
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、館
長
の
安
部
博
良
さ
ん
が

修
復
し
た
〝
技
術
の
原
点
〟
と
い
う
べ
き
古

い
電
話
機
や
ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
な
ど
が
動
く

状
態
で
展
示
さ
れ
て
い
て
実
際
に「
触
れ
て

見
る
」体
験
が
で
き
ま
す
。

　館
内
の
映
画
館
で
は
、お
ば
け
の
Ｑ
太
郎
、

フ
ク
ち
ゃ
ん
、ア
ン
パ
ン
マ
ン
な
ど
昔
懐
か

し
い
ア
ニ
メ
や
時
代
劇
な
ど
を
鑑
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、大
正
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
の
歌
謡

曲
や
落
語
の
レ
コ
ー
ド
も
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。懐
か
し
い
音
の
空
間
で
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ

ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

　毎
週
月
・
木
・
土
曜
日
9
時
～
17
時

※
開
館
日
以
外
は
、事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。�

と
こ
ろ

　口
和
郷
土
資
料
館（
口
和
町
）

　次
回
は
、館
長
の
安
部
博
良
さ
ん
か
ら
の

リ
レ
ー
で
〝
里
呼
織
り
工
房
〟
の
脇
坂
よ
り

子
さ
ん
と
〝
エ
ト
ピ
リ
カ
〟
の
桑
野
歩
さ
ん

の
共
同
企
画「
お
部
屋
に
飾
ろ
う
～
手
織
り

の
卓
布
と
春
の

山
野
草
小
鉢
植

え
体
験
」
を
紹

介
し
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

出
店
者
募
集
中
！
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保健医療課
鈎0824‐73‐1155

シリーズ

医療法人社団千手会

瀬尾医院
鈎08477-2-0023

院長  細川  鎮史

東城
地域

内　科

日傳医院
鈎08477-2-2180

院長  日傳  晶夫

東城
地域

内科・小児科・外科・胃腸科

No.02

　当院は昭和９年に開院し、以来約80年東城地区
の医療に携わってきました。わたしで４代目の院
長になります。かかりつけ医として日常診療・訪問
診療だけでなく、本年度は市委託人間ドックとして、
約130人の方の人間ドックを行いました。他にも協
会けんぽ健診・企業健診などの健診業務を充実さ
せています。また、健診後の健康指導や運動療法も
行っており、疾病の早期発見や予防を通じて、地域
の医療に貢献したいと思っています。

　岡山大学医学部講師を勤めた後、平成11年４月
から父の診療所を引き継いで東城町の医療の一端
を担っています。どんな病気でもまず診療し、必要
な場合には迅速に専門医や専門施設へ紹介します。
生活習慣病に対しては、治療よりも予防に重点を
置いて診療しています。１週間に１日、専門の理学
療法士が診療に加わります。少子高齢化が進行し
ていますが、安心して生活できる医療を目指した
かかりつけ医でありたいと考えています。

医療法人社団杏亮会

細川医院
鈎08477-2-0054

院長  細川  　仁

東城
地域

内科・皮膚科・小児科

三上クリニック
鈎08477-2-1151

院長  三上  昌之

東城
地域

内科･胃腸科･呼吸器科･循環器科

アレルギー科・放射線科

　先々代から開業医として東城町の医療、保健福
祉の一端を担ってきました。現在は、19床の入院施
設を併設し、内科全般の治療に対応。また、無医地
区の内堀で出張診療も行っています。
　副院長は、数少ない皮膚科専門医として小児か
ら高齢者の皮膚疾患の治療を行うとともに、レー
ザーを導入して、しみ・脱毛などの美容皮膚科にも
対応しています。今後も地域に根ざした家庭医の
役割として頑張って行きたいと考えています。

　昭和34年に三上薬局の長男として出生。中学生
のころから「東城で医者をやりたい」と考えていま
した。岡山大学医学部第１内科とその関連病院で
約15年間研修した後帰郷し、平成18年５月に東城
町本通りに開院しました。現在まで予防接種を除
き約2360人の方々に診察ご来院いただき本当に
感謝しています。今後も日本内科学会総合内科専
門医の一員として地域医療に貢献していきます。
よろしくお願いします。

医療法人社団

河本内科クリニック
鈎0824-75-0311

理事長  河本  邦彦

庄原
地域

内科・胃腸科・消化器科

医療法人社団

毛利内科胃腸科医院
鈎0824-72-2863

院長  毛利  昭生

庄原
地域

　平成11年から７年間庄原赤十字病院に勤務した後、
平成18年４月に新規開業しました。基幹病院では、消
化器疾患を中心に診療していましたが、診療所ではさ
まざまな疾患を診療しています。中山間地域は過疎や
少子化に加え、医師偏在に伴う医師や看護師不足など
医療を取り巻く環境に多くの問題を抱えています。ま
た、診療所では検査・治療に限界があります。基幹病院
との連携を図りながらより良い診療を行い、地域住民
の方々の健康の一助を担えればと考えています。

　双三中央病院（現在の三次中央病院）勤務を経て、
昭和55年１月に当地で開業し、32年目を迎えてい
ます。昨今の医師不足問題は勤務医の過重労働が
主な要因といわれ、庄原赤十字病院もコンビニ受
診に悩まされていると聞いています。わたしたち
開業医が、住民の信頼を回復してなんとしても第
一次救急を守り勤務医の先生方の負担を少しでも
和らげ、庄原市の医療崩壊を防ぐよう微力ながら
今後も頑張っていきたいと思っています。

内科・胃腸科

市民の安心と健康を守る診療所
ひ　　 つた

Rel ief secur i ty days

　夕
暮
れ
時
な
ど
薄
暗
く
見
え
に
く
い
時

間
帯
に
は
、車
の
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
こ
と

で
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
注
意
を

呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

●
ラ
イ
ト
の
点
灯
で
相
手
に
意
識
し
て
も

ら
え
る

●
ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
の
交
通
安
全
意
識
が

高
ま
る

●
夕
暮
れ
時
は
、早
め
に
点
灯

●
昼
間
で
も
ト
ン
ネ
ル
内
は
、

確
実
に
点
灯

　社
会
保
険
事
務
所
な
ど
の
職
員
を
か
た

り
、「
過
去
５
年
分
の
医
療
費
が
還
付
さ
れ

ま
す
」な
ど
と
言
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き

出
し
た
り
、「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
受
け
取
り
手
続
き

が
で
き
ま
す
」と
う
そ
を
つ
い
て
金
融
機

関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
へ
誘
導
し
、携
帯

電
話
で
指
示
し
現
金
を
振
り
込
ま
せ
て
だ

ま
し
取
ろ
う
と
し
た
り
す
る
事
案
が
、広

島
市
内
で
連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
大
切
な
年
金
や
医
療
費
の
連
絡
が
、ハ

ガ
キ
で
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
公
的
機
関
の
職
員
が
、医
療
費
な
ど
の

還
付
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
す
る
よ

う
に
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
還
付
金
の
受
け
取
り
に
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
・
安
全
な

毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署

鈎
0
8
2
4
‐
7
2
‐
0
1
1
0

事
故
防
止
が
期
待
で
き
る
理
由

ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
が
受
け
取
れ
ま
す
」

と
い
う
電
話
は
詐
欺
で
す
！

車
の
ラ
イ
ト
点
灯
で
交
通
事
故
を
防
止

●
被
害
に
遭
わ
な
い
ポ
イ
ン
ト
！

「
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」と

言
わ
れ
た
ら
、電
話
を
切
っ
て
す
ぐ
に

1
1
0
番
！110番!!

　昨
年
10
月
１
日
を
期
日
と
し
て
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
。調
査
期
間
中
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、調
査
票
の
提
出
、調

査
活
動
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
の
調
査
で
は
、

庄
原
市
で
約
１
万
５
千
世
帯
分
、全
国
で
約

５
千
万
世
帯
分
の
調
査
票
が
国
に
集
め
ら

れ
て
集
計
さ
れ
ま
す
。

　集
め
ら
れ
た
一
つ
一
つ
の
デ
ー
タ
は
、年

齢
別
人
口
や
就
業
状
態
な
ど
、細
か
く
分
類
・

集
計
さ
れ
ま
す
。結
果
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
、今
の
日
本
の
姿
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　広
島
県
は
１
月
に
、県
内
の
人
口
・
世
帯

数
に
関
す
る
集
計
速
報
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、庄
原
市
全
体
の
人
口
・
世
帯
数

は
表
の
と
お
り
で
す
。過
去
の
調
査
結
果
と

あ
わ
せ
て
推
移
の
よ
う
す
を
み
る
と
、世
帯

数
は
大
き
な
増
減
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、人

口
は
年
を
追
う
ご
と
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　集
計
結
果
は
、順
次
公
開
さ
れ
ま
す
。市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
今
回
お
知
ら
せ
す
る
速
報
数
値
は
、広
島

県
が
集
計
し
た
概
数
で
す
。後
日
、総
務
省

か
ら
公
表
さ
れ
る
結
果
と
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
９

9.0
88,748

81,162

67,983
60,072 56,336

53,506 52,157

15,440 15,515 15,965 15,931 15,791 15,263

50,624 48,539 45,678 43,149 40,255

4.5

0 0

1

2

（万世帯）（万人）

昭
和
30
年

昭
和
35
年

昭
和
40
年

昭
和
45
年

昭
和
50
年

昭
和
55
年

昭
和
60
年

平
成
2
年

平
成
7
年

平
成
12
年

平
成
17
年

平
成
22
年

集
計
速
報
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
！

2010
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トピックス市 政

庄
原
の
代
表
と
し
て
活
躍
を
誓
う

生　涯
学習課

全
国
大
会
出
場
者
壮
行
式

月
に
一
度
、至
福
の
旋
律

生　涯
学習課

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　全
国
大
会
へ
出
場
す
る
選
手
の
壮
行

式
を
２
月
２
日
、市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

　家
族
や
関
係
者
の
見
守
る
中
、式
に
出

席
し
た
選
手
た
ち
は
、國
光
拓
自
副
市
長

ら
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
を
受
け
ま
し
た
。

　選
手
を
代
表
し
て
、全
国
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
へ
出
場
す
る
前
田
竜
志
さ
ん
が

大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
、力
強
く
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

　ま
た
、祝
金
や
花
束
の
贈
呈
、万
歳
三

唱
が
行
わ
れ
、出
場
選
手
を
激
励
し
ま
し

た
。

  

全
国
大
会
出
場
者
（
敬
称
略
）

●
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

◎
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

　

　前
田 

　竜
志 

（
東
城
中
３
年
） 

◎
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
、女

　子
ス
ラ
ロ
ー
ム

　島
津 

　真
夜 

（
庄
原
中
２
年
）

●
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

　ス
キ
ー
競
技
会

◎
成
年
男
子
Ｂ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

　ー
ム

　瀬
尾 

　亮
介 

（
東
城
町
在
住
）

◎
成
年
女
子
Ｂ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

　ー
ム

　坪
田

　泰
江（
東
城
町
在
住
）

●
全
国
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会

◎
女
子
団
体
戦

　山
本 

亜
由
美 

（
庄
原
中
２
年
）

　平
田 

　美
咲 

（
庄
原
中
２
年
）

　岡
本 

　り
お 

（
庄
原
中
２
年
）

　稲
艸 

　友
華 

（
庄
原
中
２
年
）

　海
渡 

　遥
菜 

（
庄
原
中
１
年
）

　作
田 

　
　遥 

（
庄
原
中
１
年
）

　五
嶋 

　美
純 

（
庄
原
中
１
年
）

　森
田 
　佳
代 

（
庄
原
中
１
年
）

　市
民
ホ
ー
ル
を

も
っ
と
親
み
や
す
く
、

く
つ
ろ
げ
る
空
間

に
す
る
た
め
、１
月

か
ら「
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　毎
月
第
４
月
曜

日
に
、市
内
出
身
ま

た
は
ゆ
か
り
の
あ

る
演
奏
家
が
、そ
の

卓
越
し
た
演
奏
技

術
で
至
福
の
旋
律

を
奏
で
ま
す
。

　初
回
は
1
月
24
日
、

正
午
過
ぎ
か
ら
の

約
30
分
間
、東
京
交

響
楽
団
の
首
席
奏

者
を
長
年
務
め
た

比
和
町
出
身
の
梅

田
学
さ
ん
と
広
島

市
在
住
の
須
藤
典

子
さ
ん
が
、リ
ヒ
ャ

ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
作
曲
の「
ホ
ル
ン
協
奏
曲
第
１
番
変
ホ

長
調 
作
品
11
」や
日
本
の
歌
な
ど
全
7

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
梅
田
さ
ん
の

地
元
の
同
級
生
な
ど
約
2
0
0
人
。「
涙

が
出
る
ほ
ど
感
動
し
た
」と
目
を
潤
ま
せ

る
人
も
い
る
な
ど
、
し
ば
し
、
そ
の
演
奏

に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　今
月
は
、28
日（
月
）12
時
15
分
開
催
予

定
で
す
。

市民ホールに優しい音色が響きわたる

　ス
キ
ー
の
基
本
技
術
習
得
と
競
技
技

術
の
向
上
を
目
指
す「
ス
キ
ー
教
室
」を

２
月
13
日
、ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
ス
キ
ー

場
で
開
催
し
、市
内
の
小
中
学
生
を
中
心

に
95
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」の

一
環
と
し
て
行
う
こ
の
事
業
は
今
回
で

３
回
目
。参
加
者
は
、個
々
の
技
術
レ
ベ

ル
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、庄
原
市

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
講
師
か
ら
ス

キ
ー
操
作
の
技
術
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　上
級
者
の
班
に
参
加
し
た
奥
田
晶
さ

ん（
口
南
小
６
年
）は「
い
つ
も
は
滑
れ
な

い
急
斜
面
や
コ
ブ
の
あ
る
斜
面
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
楽
し
か
っ
た
。講
師
の

先
生
の
よ
う
に
上
手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
。来
年
も
ま
た
参
加
し
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」は
来

年
度
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
し

お
に
ぎ
り
を
味
わ
う

庄
原
地
域
里
山
倶
楽
部「
里
山
ク
ッ
キ
ン
グ
」

社　会
福祉課

ス
キ
ー
技
術
の
習
得
を
目
指
す

生　涯
学習課

　庄
原
地
域
里
山
倶
楽
部
「
里
山
ク
ッ

キ
ン
グ
チ
ー
ム
（
大
迫
孝
代
表
）
」
が
１

月
30
日
、川
北
町
の
古
民
家
で「
里
山
ク

ッ
キ
ン
グ
2
0
1
1
冬
の
陣
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、市
が
策
定
し
た
庄

原
市
地
域
福
祉（
し
あ
わ
せ
づ
く
り
活
動
）

計
画
に
基
づ
く
事
業
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、里
山
ク
ッ
キ
ン
グ
チ

ー
ム
は
、地
域
の
自
慢
を
探
し
・
創
り
・
広

め
・
好
き
に
な
る
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、

年
間
を
通
し
て
地
域
の
食
材
に
こ
だ
わ
り
、

自
分
た
ち
で
調
理
し
て
仲
間
と
楽
し
く

食
べ
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
冬
の
陣
」に
は
地
元
住
民
の
ほ
か
、昨

年
７
月
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
水
田

の
稲
刈
り
を
手
伝
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
も
招
待
さ
れ
、そ
の
と
き
収
穫
さ
れ

た
米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
や
、猪
汁
な
ど

を
一
緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
、春
・
夏
・
秋
と
季
節
に
応

じ
た
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

も
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。お
問

い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係（
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
2
1
0
）ま
で
。

市
内
の
産
直
市
場
に
出
荷
し
よ
う
！

「
し
ょ
う
ば
ら
の
農
産
物

　野
菜
・
花
と
加
工
入
門
」発
刊

農　林
振興課

　農
作
物
の
栽
培
方
法
や
農
産
加
工
品
の

作
り
方
を
ま
と
め
た
冊
子「
し
ょ
う
ば
ら

の
農
産
物

　野
菜
・
花
と
加
工
入
門
」が
完

成
し
ま
し
た
。

　こ
の
冊
子
は
、市
内
の
産
直
市
場
な
ど

へ
出
荷
す
る
販
売
農
家
を
増
や
し
、農
家

所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、市
が
設
置
し
て
い
る「
営
農

指
導
員
」を
中
心
に
、県
や
Ｊ
Ａ
庄
原
な
ど

の
協
力
を
得
て
作
成
し
ま
し
た
。初
歩
的

な
技
術
や
農
作
業
工
程
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、販
売
を
目

指
し
農
業
を
始
め
た
い
と
い
う
方
や
一
か

ら
基
本
を
学
び
た
い
と
い
う
農
業
者
の
方

に
お
勧
め
で
す
。

　希
望
者
に
は
、３
月
17
日（
木
）か
ら
農

林
振
興
課
お
よ
び
各
支
所
地
域
振
興
室
で

配
布
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。詳
し
く
は
、農
林
振
興
課
農
業
振
興

係（
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐
1
1
3
2
）ま
で
。

●
発
刊
を
記
念
し
て
、市
内
産
直
市
場
の

代
表
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

　３
月
16
日（
水
）14
時
～

と
こ
ろ

　庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容

　食
品
表
示
の
講
習
お
よ
び
冊
子

の
紹
介
・
配
布

※
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

A４版の冊子

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

食事を楽しむ参加者

緩斜面で止まる練習をする参加者
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▲久保さんの作品11点が展示▲刀の魅力を語る久保さん

REPORT ① 刀への情熱、研究、鍛錬が生み出す名刀
久保善博刀匠お守り刀展

雪合戦とグルメで熱戦！
鍋＆漬物グランプリを初開催

REPORT ②

▲漬物を試食する観光客▲シェルター越しの激しい攻め合い

大会および鍋＆漬物グランプリの
結果は次のとおりです。 （敬称略）

●一般の部Ｐリーグ
　優　勝　チーム和南原左衛門ズ（高野町）
　準優勝　福山平成大学雪合戦部（福山市）

●一般の部Ｆリーグ
　優　勝　雪村時代（高野町）
　準優勝　SJ松江（島根県松江市）

●レディースの部
　優　勝　木もれ陽ガールズ（島根県浜田市）
　準優勝　クラッシャーラン☆L（香川県高松市）

●ジュニアの部
　優　勝　高野雪合戦部赤（高野町）
　準優勝　総領少年野球部（総領町）

●フェアプレー賞
　口南タイガーラビット（口和町）
　美異茄子（高野町）
●チームフラッグ賞　
　最優秀賞　笑楽リアル1000％（庄原市）

●コスチューム賞
　最優秀賞　ロミジュリーず（高野町）

●鍋グランプリ
　優　勝　ハッスルかあちゃんの雪玉鍋
　　　　　（高暮かあちゃんグループ）
　準優勝　ひろしま牛カレー鍋
　　　　　（しゃくなげグループ）

●漬物グランプリ（大根の部）
　優　勝　大根のニンニクしょう油漬け（垣内純子）
　準優勝　大根のカレー風味漬け（糸原フサコ）

●漬物グランプリ（大根以外の部）
　優　勝　キャベツのゆずロマン（牧原令子）
　準優勝　海鮮高野キムチ（亀山眞理子）
　準優勝　ぬくちゃんの健康山菜漬けゼンマイ（温井静香）

　田園文化センター新春企画展「久保善博刀匠お守り

刀展」が田園文化センターで開催されました。

　１月20日～23日に開かれた展示会には、延べ300人

を超える来館者が訪れ、普段見る機会の少ない日本刀

の美しさに魅了されていました。

　また、１月23日には「古名刀再現への挑戦」と題して

記念講演が行われ、

市内外から101人

が来場。久保さん

が刀匠になった経

緯や刀鍛冶として

のこだわり、研究

家としての取り組

みなどを熱心に聞

き入っていました。講演後には、実際に刀に触れて久

保さんの解説を聞く参加者もいました。

　久保さんは、平成13年に西城町で善博日本刀鍛錬道

場を開き、本格的に和鉄の研究に取り組んでいます。

平成21年には庄原市無形文化財・日本刀製作技術（保

持者）に指定されました。

　さとやま博冬のメーンイベント広島県雪合戦大会が２月５日・６日の

両日、高野スポーツ広場で開催され、県内外から97チーム、約１千人が参

加しました。

　試合は、１チーム7人が縦10ｍ、横36ｍのコート内で対戦し、選手はシェ

ルターと呼ばれる壁に身を隠しながら、１セット90個の雪玉を投げ合い

ました。緊張感と迫力ある攻防が各コートで展開されるたびに、大きな歓

声があがっていました。また、広島カープOBチームが初参加し、往年の名

選手たちが魅せるプレーで会場を沸かせていました。

　今回は、鍋と漬物のグランプリが初めて開催され、鍋の部には県内外の

10グループが参加、漬物の部では26の個人・企業が41種類を出品。それぞ

れ自慢の味を競いました。

　高橋進実行委員長は「来年は15回の記念大会。この大会が一目でわかる

雪合戦情報誌の作成など新しい企画も検討している。参加者がより楽し

める大会になるようしっかり準備していきたい」と意気込んでいました。

白銀のクロカンパークで
雪と遊ぼう！庄原ウインターリゾート

REPORT ④

▲協力して雪像作り

▲大人気のスノーモービル試乗体験 ▲スノーシューで雪山を散策

▲高野中の生徒がスキーの先生

REPORT ③ 「雪」を通じて交流を深める
高野中学校・似島中学校冬の交流会

　庄原さとやま博の冬イベント、雪の道後山高原を

楽しむ「雪と遊ぼう！庄原ウインターリゾート」が１

月29日・30日、西城町の道後山高原クロカンパークで

開催されました。

　道後山高原クロカンパークは、昨年末からの降り

積もった雪が1㍍を超え、雪を楽しむ絶好のコンディ

ションで当日を迎えました。

　初日はかまくら作りにチャレンジ。１家族で１つ

かまくらを作り、夜には雪灯篭や竹灯篭の明かりを

灯し、幻想的な雰囲気に浸りました。２日目はスノー

モービル、スノーシュー、歩くスキーなどの体験やそ

り遊びで楽しみました。

　２日間で約120人の家族連れが訪れ、雪の道後山高

原を満喫。参加者の一人は「ゲーム以外でこんなに夢

中になる子どもを見るのは久しぶりです」ととても

喜んでいました。

　毎年恒例となった高野中学校と似島中学校による

冬の交流会が２月３日・４日の２日間、高野町内で行

われました。

　高野中学校と似島中学校が交流を始めて今年で24

年目。夏は海のある似島へ、冬は雪のある高野へと交

互に行き来して交流を深めています。

　高野を訪れた似島中学校の１・２年生21人は、夏の

交流から半年ぶりに再会した高野中学校の１年生21

人とすぐに打ち解けていました。

　初日は、高野中学校のグランドで４班に分かれて雪

像作りを体験。雪に慣れた高野の生徒がリードしなが

ら協力して大きな雪像を完成させました。

　２日目には、高野町内のスキー場でスキーを体験。

初めて経験する生徒もいましたが、昨年経験している

２年生は、高野の生徒と一緒にＴバーリフトに乗るなど、

上手に滑っていました。

　普段見ることのない雪を体験した似島の生徒たち

は「すごく楽しい」「雪はおもしろい」と口をそろえ、天

候に恵まれた２日間を大いに楽しんでいました。

とう  ろう とう  ろう

Camera Reportぐるり庄原
Look Around Shobara

カメラレポート
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農家民泊の可能性を熱く議論
実践発表会で三河内地域がパネリスト

REPORT ⑦

元スキー場で雪遊びを楽しむ
口和でスノーフェスタが開催

REPORT ⑤

REPORT ⑥ 地元と連携し文化財の防火を強化
文化財防火デーで防火訓練

ぐるり庄原
Look Around Shobara Camera Report

カメラレポート

▲作ったかまくらの前で記念撮影▲大人気のそりすべり

▲熊野神社での防火訓練のようす

▲意見を述べる奥田さん

　県教育委員会が主催する「山・海・島」体験活動推進事業実践発表会が１

月20日、広島県庁で開催され、比和町三河内地域振興会事務局長の奥田順

紀さんが、パネリストとして出席しました。

　三河内地域振興会は、平成20年から農家民泊の受け入れを行っています。

　奥田さんのほか県内から選ばれた５人のパネリストは「長期宿泊体験の

可能性と今後の課題」をテーマに、取り組みの発表やそれぞれの立場から

意見を出し合いました。奥田さんは、農家民泊の経営と都市部の小学生を

受け入れてきた経験をもとに、「三河内の農家民泊では、子どもたちに農業

などを通じて地域や自然を学んでもらおうと考えている。先生は学校の延

長にならない立ち位置が重要」と熱く語りました。

　文化財を火災から守る火災想定訓練が1月22日・23日の両日、市

内各地域で実施されました。

　これは、昭和24年１月26日に国宝法隆寺金堂の壁画が焼損した

ことを機に、同日が文化財防火デーと定められ、この日を中心に

全国各地で文化財の防火運動が展開されています。

　今年は、高野町の「円正寺」、本郷町の「円通寺」、東城町の「白鬚

神社」、西城町の「熊野神社」の４カ所で訓練が行われ、どの場所も

大雪で足場が悪い中、地域住民の皆さんによるバケツリレーや

地元消防団と連携した消火訓練を実施。参加者は「バケツリレー

の大変さと重要さを実感した」「寒い中での訓練だったが貴重な

体験になった」などと話していました。

　「スノーフェスタ in 口和」が１月30日、元金尾原スキ

ー場で開催されました。

　口和町観光交流協会、宮内自治会などが主催したこの

イベントに市内外から120人が訪れ、地元指導者による

スキー教室をはじめ、雪を使ったさまざまなイベントが

行われました。

　雪いっぱいの会場

に大喜びの子どもた

ちは、そりを使用した

ジャンプ大会で大記

録を狙ってそりに勢

いよく乗り込んだり、

個性あふれるかまく

らを作ったりと、一日

中雪と戯れ楽しんで

いました。また、来場

者にはぜんざいがふ

るまわれ、冷えた体を温めました。

　口和町観光交流協会の上田慎二さんは「市内外から多

くの参加があり盛況だった。今後も地域の観光資源を生

かしながら、多くの観光客をもてなしていきたい」と意

気込んでいました。

しら  ひげ

▲落成式後のアトラクション（児童のうた）

▲完成した木造の新園舎

出会い・ふれあい・学びあい
東城公民館まつりが開催

「節分草」が告げる春の兆し
総領町で自生地公開が始まる

REPORT ⑨

REPORT ⑩

REPORT ⑧ 木の香り漂う新園舎が完成
小奴可保育所新園舎落成式

▲日ごろの活動の成果を発表

▲節分草の説明をする花守り

　私立小奴可保

育所の新園舎が

完成し１月15日、

園児と保護者、地

域の皆さんが集

まり落成式を行

いました。

　新園舎は、木造

平屋建て695平方

㍍の間切りを少なくしたバリアフリー構造で、保育士

がどこからでも園児の顔を見られるよう配慮されて

います。

　式の中で吉川由基子所長は「新園舎で地域の宝であ

る子どもの笑

顔をしっかり

と育んでいき

ま す 」と あ い

さつ。また、元

気いっぱいの

園児たちが「う

た」「詩の朗読」

「和太鼓演奏」などを披露し、会場には笑顔があふれて

いました。

　同保育所に通う65人の園児たちは「木のにおいがす

るね」「広くてあったかいね」「気持ちがいいね」と喜ん

でいました。

　公民館活動の発表の場として恒例となっている「東

城公民館まつり」が１月29日・30日の両日開催されま

した。

　初日に老人福祉センターで行われたステージ発表

では、公民館教室をはじめとする16団体が、楽器の演

奏や踊りなど日ごろ

鍛えた腕前を披露。東

城保育所園児が着物

やはかま姿で踊った

り、最高齢95歳のおば

あちゃんが元気に詩

歌を吟じたりする姿

に、会場からは再三大

きな拍手が沸

き上がってい

ました。

　また、隣の東

城文化会館で

は、生け花・陶

芸・木工品・書

道・ちぎり絵な

ど東城公民館

が主催する講

座や各教室で作られた力作が展示され、訪れた人は

作品の出来栄えに感動したり、技のすごさに感心し

たりしていました。

　希少な山野草「節分草」の自生地公開が２月12日か

ら総領町で始まりました。

　今年は１月の寒波の影響から、公開開始当初にはま

だ雪を被っている自生地があるなど、例年よりも２週

間程度開花が遅れ、観光客の出足も心配されましたが、

幾つかのつぼみや花びらが

確認できる自生地があると

知った節分草ファンは、カ

メラを手に自生地に駆け付

け、小さくかわいらしい節

分草を前に何度もシャッタ

ーを切っていました。

　訪れた観光客は「公開し

て１週間、まだ開花が少なく残念だが、見ごろを逃さ

ないように何度も足を運びたい」と話していました。

　期間中は、節分草の案内所が道の駅リストア・ステ

ーションに設置され、ボランティアガイド花守りが節

分草の開花状況や

自生地の場所など

へ案内してくれま

す。土日を中心に

バザーや山野草に

関する講座、教室

なども開催。節分

草自生地公開は３

月13日（日）まで。
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女
と
も
最
終
日
は
22
時
ま
で
）

※
期
間
中
は
、
何
度
で
も
繰
り

返
し
利
用
が
可
能
で
す
。

※
ど
ん
な
被
害
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
匿
名
で
の
電
話
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る
方
の

ご
家
族
・
ご
友
人
か
ら
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
性
暴
力
は
、
加
害
者
や
被
害

の
時
期
を
問
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

鈎
0
3-

5
2
5
3-

2
1
1
1

　広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次

市
十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。
事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

●
心
の
健
康
相
談

　ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の

心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き

　３
月
15
日（
火
）

13
時
～
14
時
30
分

●
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に

お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

　３
月
９
日（
水
）

13
時
～
15
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

鈎
0
8
2
4-

6
3-

5
1
8
1

　
　
　

　「
み
ち
の
く
ひ
と
り
旅
」の
大

ヒ
ッ
ト
で
有
名
な「
山
本
譲
二
コ

ン
サ
ー
ト
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　ま
た「
み
れ
ん
酒
」で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

紅
白
歌
合
戦
出
場
経
験
の
あ
る

石
原
詢
子
さ
ん
が
、
コ
ン
サ
ー

ト
に
花
を
添
え
ま
す
。

　二
人
の
共
演
を
、
ぜ
ひ
お
楽

し
み
下
さ
い
。

と
き

　４
月
23
日（
土
）

開
演

昼
の
部
14
時

　夜
の
部
18
時

と
こ
ろ

　庄
原
市
民
会
館

入
場
料

　Ｓ
席
５
千
円

　
　
　
　Ａ
席
４
千
円

（
当
日
券
は
５
０
０
円
増
）

前
売
券
販
売
所

庄
原
市
民
会
館
、ザ
・
ビ
ッ
グ
庄

原
店
、ジ
ョ
イ
フ
ル
、ゆ
め
さ
く
ら
、

サ
ン
グ
リ
ー
ン
、Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ

※
チ
ケ
ッ
ト
は
電
話
購
入
で
き

ま
す
。詳
し
く
は
、お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

庄
原
市
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー

鈎
０
８
２
４-

７
２-

４
２
４
２

I n f o r m a t i o n
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パ
ー
プ
ル
ダ
イ
ヤ
ル

性
暴
力
・
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談

定
期
巡
回
児
童
相
談

健
康
相
談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

人
権
相
談（
特
設
）

生
活
相
談

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

お 知 ら せお 知 ら せ

催

　
　
　し

山
本
譲
二
コ
ン
サ
ー
ト

広報 202011. 3

東城支所保健福祉室

清水 めぐみ 保健師

し  みず

健康広場
healthy column心の健康づくり

●
こ
ん
な
と
き
は
不
眠
か
も

●
上
手
な
睡
眠
の
コ
ツ

●
睡
眠
と
心
身
の
健
康

生
活
習
慣
の
見
直
し
・
調
整

睡
眠
環
境
の
見
直
し
・
調
整

不眠電話相談 （広島産業保健推進センター）

鈎0120-927-225
月曜日　９時～13時
火～金曜日13時30分～17時

疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
。

●
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
て
し
ま

う
。

●
ま
だ
起
き
る
時
間
で
は
な
い
の
に

目
が
覚
め
て
し
ま
う
。

●
ぐ
っ
す
り
寝
た
気
が
し
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、睡
眠
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　不
眠
が
あ
る
人
は
、全
体
で
５
人

に
１
人
、高
齢
者
で
は
３
人
に
１
人
、

高
校
生
で
も
４
人
に
１
人
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。不
眠
は
、高
血
圧
や
糖
尿

病
、意
欲
の
低
下
や
抑
う
つ
、認
知
症

な
ど
の
病
気
の
ほ
か
、注
意
力
・
集
中

力
の
低
下
に
よ
る
転
倒
・
骨
折
な
ど

の
事
故
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　睡
眠
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
、生
活

習
慣
と
睡
眠
環
境
の
見
直
し
・
調
整

で
す
。

①
朝
、太
陽
の
光
を
浴
び
る

　人
間
の
体
の
リ
ズ
ム
は
25
時
間
で

す
が
、朝
日
を
浴
び
る
こ
と
で
、脳
の

時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
、24
時
間
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
規
則
正
し
く
食
事
を
取
る

　特
に
朝
ご
は
ん
が
大
切
で
す
。し

っ
か
り
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。こ

れ
で
腹
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

③
昼
間
は
適
度
に
体
を
動
か
す

④
日
中
眠
た
く
な
っ
た
ら
、12
時
か

ら
15
時
ま
で
の
間
で
、30
分
以
内
の

短
い
昼
寝
を
す
る

　夕
方
以
降
の
居
眠
り（
こ
た
つ
で

の
う
た
た
寝
も
含
め
て
）を
し
な
い

こ
と
で
す
。た
と
え
ば
22
時
か
ら
７

時
間
ぐ
っ
す
り
眠
り
た
い
な
ら
、22

時
か
ら
７
時
間
前
の
15
時
以
降
は
し

っ
か
り
起
き
続
け
ま
し
ょ
う
。

①
寝
酒
は
避
け
る

　就
寝
前
４
時
間
以
内
の
お
茶
や
コ

ー
ヒ
ー
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、寝
酒
は
極

力
避
け
ま
し
ょ
う
。カ
フ
ェ
イ
ン
や

ア
ル
コ
ー
ル
は
利
尿
・
覚
せ
い
作
用

が
あ
り
睡
眠
の
質
を
悪
く
し
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
で
寝
付
き
が
よ
く
な
る

の
は
一
時
的
な
も
の
で
、同
じ
効
果

を
求
め
て
飲
酒
量
が
増
え
、ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
に
な
る
恐
れ
も
出
て
き

ま
す
。決
し
て
不
眠
の
対
策
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

②
頭
寒
足
熱
を

　手
足
を
温
め
、血
流
を
よ
く
し
て

体
熱
を
逃
が
し
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

身
体
は
、体
温
を
下
げ
る
こ
と
で
眠

り
に
入
り
ま
す
。手
足
が
冷
た
い
と

血
管
が
縮
ん
で
熱
が
逃
げ
に
く
く
な

り
ま
す
。ま
た
、就
寝
前
の
食
事
は
肥

満
の
原
因
に
な
る
ば
か
り
か
、体
温

を
上
げ
て
寝
付
き
が
悪
く
な
る
の
で

控
え
ま
し
ょ
う
。

③
脳
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

　お
風
呂
は
ぬ
る
め
に
、寝
る
と
き

に
悩
み
事
を
考
え
な
い
、無
理
し
て

寝
よ
う
と
悩
ま
な
い
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
携
帯
電
話
は
短
め
に
、夜
は
明

る
い
光
を
浴
び
な
い
な
ど
、実
践
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　必
要
な
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、快
適
睡
眠
で
ス
ト
レ
ス
解

消
で
き
る
よ
う
、工
夫
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こころの電話
鈎082-892-9090
平日９時～12時／13時～16時30分

いのちの電話 24時間年中無休

鈎082-221-4343

相 

談 

窓 

口

ちゃんと眠れていますか？

または各支所保健福祉室・市民生活室
保健医療課健康推進係（鈎0824-73-1255）



●
桜
町
通
り
ぼ
ん
ぼ
り

　東
城
川
沿
い
の
桜
並
木
の
ぼ

ん
ぼ
り
に
明
か
り
を
灯
し
ま
す
。

川
面
に
映
る
明
か
り
が
幻
想
的

な
雰
囲
気
で
夜
を
彩
り
ま
す
。

と
き

３
月
26
日（
土
）～
５
月
７
日（
土
）

予
定

●
旧
暦
ひ
な
人
形
飾
り

　東
城
市
街
地
の
商
店
、
民
家

に
伝
わ
る
ひ
な
人
形
や
手
作
り

の
ひ
な
人
形
な
ど
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
七
胡
神
社
や
縁
結
び
の

松
を
巡
っ
て
歩
く
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
で
、
東
城
の
町
歩
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き

４
月
２
日（
土
）～
10
日（
日
）

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
地
域
振
興
室

鈎
0
8
4
7
7-

2-

5
0
0
3

　第
21
回
中
国
山
地
豊
か
な
自

然
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
里

山
の
自
然
と
民
俗
行
事
を
写
し

た
作
品
展
で
す
。

　比
和
自
然
科
学
博
物
館
主
催

の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
34

点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き

３
月
17
日（
木
）～
４
月
５
日（
火
）

９
時
～
17
時

入
館
料

高
校
生
以
上
4
0
0
円 

問
い
合
わ
せ

　時
悠
館

鈎
0
8
4
7
7-

6-

0
1
6
1

●
子
ど
も
美
術
館
絵
画
教
室

と
き

　毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

３
・
４
年
の
部
、５
・
６
年
の
部

10
時
～
12
時

幼
児
・
１
・
２
年
の
部

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

対
象

幼
稚
園
、保
育
所
の
年
長
組
・
小

学
生

会
費

　毎
月
２
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

森
信
廣
子

鈎
０
８
２
４-

７
２-

１
８
６
２

●
子
ど
も
文
学
館
短
歌
教
室

と
き

　毎
月
第
２
土
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

　庄
原
市
民
会
館

対
象

　小
学
生

会
費

　毎
月
１
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

清
光
康
子

鈎
０
８
２
４-

７
２-

３
０
４
８

●
子
ど
も
の
館
マ
ナ
ー
教
室

と
き

　毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

対
象

　小
・
中
学
生

会
費

　毎
月
１
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
本
恵
美
子

鈎
０
８
２
４-

７
２-

４
３
６
３

申
込
締
め
切
り
日

各
教
室
と
も
３
月
25
日（
金
）

定
員

　各
教
室
と
も
若
干
名

　広
島
空
港
北
ア
ク
セ
ス
道
路

（
広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
）

推
進
協
議
会
は
、４
月
16
日（
土
）、

17
日
（
日
）
に
開
催
す
る
、
広
島

中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
（
三
原

市
本
郷
町
～
大
和
町
区
間
）
開

通
記
念
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
お
よ
び

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　こ
の
道
路
は
、
開
通
後
は
自

動
車
専
用
道
路
に
な
り
ま
す
の

で
、人
が
歩
い
た
り
、自
転
車
で

通
行
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
今
回
限
り
で
す
。
途
中

に
は
、日
本
一
の
ア
ー
チ
橋「
広

島
空
港
大
橋
」も
あ
り
、地
上
約

1
9
0
ｍ
か
ら
の
沼
田
川
渓
谷

の
眺
望
も
楽
し
め
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

募
集
期
間

３
月
１
日（
火
）～
31
日（
木
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.m

ihara.hiroshim
a.

jp
/sh

isei/kaku
ka/kan

rika/p
-

event/event.htm

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
推

進
協
議
会
事
務
局

鈎
０
８
４
８-

６
７-

６
１
０
０

３
月
28
日
か
ら
受
付
開
始

　市
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
タ

ク
シ
ー
料
金
を
助
成
す
る
「
福

祉
タ
ク
シ
ー
券
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
時
期

申
請
受
付
の
開
始
は
、
新
年
度

の
予
算
議
決
後（
３
月
28
日
予
定
）

と
な
り
ま
す
。（
使
用
で
き
る
の

は
、４
月
１
日
か
ら
で
す
）

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳

　１
級
、２
級
、３
級
、４
級

②
療
育
手
帳

　○
、Ａ
、○

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　１
級
、２
級

助
成
内
容

　１
枚
3
0
0
円
分
の
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
を
72
枚
交
付
し
ま
す
。

（
５
月
以
降
、新
た
に
手
帳
を
取

得
ま
た
は
転
入
さ
れ
る
方
は
、

そ
の
月
に
応
じ
て
交
付
枚
数
が

少
な
く
な
り
ま
す
）

［
血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
券
］

血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
血
液
透
析
タ
ク
シ
ー
券
の

交
付
ま
た
は
交
通
費
の
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

●
障
害
者
手
帳

●
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
印
鑑

●
医
療
機
関
の
証
明（
血
液
透
析

を
受
け
て
い
る
方
で
、タ
ク
シ
ー

券
を
希
望
さ
れ
る
新
規
の
方
の
み
）

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
保
健
福
祉
室
・

市
民
生
活
室

　庄
原
ダ
ム
の
治
水
・
利
水
計

画
な
ど
を
検
討
す
る
委
員
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き

　３
月
17
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ

県
北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支
所

第
３
庁
舎

傍
聴
定
員

　30
人
程
度

傍
聴
手
続
き

当
日
、会
場
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支
所

庄
原
ダ
ム
建
設
事
業
課

鈎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
２
０
１
５

　高
速
バ
ス
や
路
線
バ
ス
な
ど

で
ご
利
用
の
バ
ス
カ
ー
ド
・
パ

セ
オ
カ
ー
ド･

ア
ス
ト
ラ
ム
カ
ー

ド(

磁
気
カ
ー
ド)

は
、３
月
31
日

(

木)

の
営
業
終
了
後
に
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　カ
ー
ド
の
残
額
は
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
、
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ

へ
の
積
み
替
え
ま
た
は
払
い
戻

し
が
可
能
で
す
。

　詳
細
は
、
磁
気
カ
ー
ド
の
発

行
事
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

備
北
交
通
㈱

鈎
0
8
2
4-

7
2-

2
1
2
2

広
島
電
鉄
㈱(

電
車)

鈎
0
8
2-

2
4
2-

0
0
2
2

広
島
電
鉄
㈱(

バ
ス)

鈎
0
8
2-

2
2
1-

0
0
5
0

広
島
バ
ス
㈱

鈎
0
8
2-

5
4
5-

7
9
6
0

広
島
交
通
㈱

鈎
0
8
2-

2
3
8-

7
7
5
5

芸
陽
バ
ス
㈱

鈎
0
8
2-

2
6
1-

1
2
6
8

中
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
㈱

鈎
0
8
2-

2
6
1-

1
2
6
8

呉
市
交
通
局

鈎
0
8
2
3-

2
5-

6
7
0
9

広
島
高
速
交
通
㈱

鈎
0
8
2-

8
3
0-

3
1
1
5
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I n f o r m a t i o n
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第
４
回
庄
原
ダ
ム
検
討
委
員
会

バ
ス
カ
ー
ド
の
利
用
が
終
了
し
ま
す

子
ど
も
教
室
受
講
生
募
集

募

　
　
　集

広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

平
成
23
年
度

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

そ

　の

　他

Ａ

B

時
悠
館
春
休
み
特
別
展

　確定申告の期間が残りわずかとなりましたが、皆さんお済みでしょうか。

確定申告は、便利でお得なe-Taxの利用をお勧めします。

　市役所本庁舎３階の申告会場にe-Taxが利用できるパソコン２台

を設置していますので、ぜひご利用ください。

問い合わせ　税務課市民税係　鈎0824-73-1146

　　　　　　庄原税務署　　　鈎0824-72-1001

確定申告はe-Tax
（国税電子申告・納税システム）でお早めに

市は、庄原税務署とともに、e-Taxの利用拡大に取り組んでいます。

２月には、確定申告期間に先立ち、東城支所と西城支所で年金相

談会を実施。来場者はe-Taxを利用して申告を行いました。また、

庄原商工会議所、東城町商工会、備北商工会に働きかけるなど、官

民一体となってe-Taxの利用普及に努めています。

※詳しくは、国税庁ホームページ

（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

広島北部司法事務所
〒727-0013　広島県庄原市西本町四丁目20番17号　パルナシュB２階  TEL0824-72-2315

●不動産の名義変更
●相続登記・遺言
●借金の整理

司法書士　飯田　一生司法書士　飯田　一生

（訴訟代理権認定第524014号）（司法書士登録番号828号）

詳しくはホームページに書いています。

業務のご案内業務のご案内

庄原　司法書士 検索

●成年後見
●会社の登記
●簡易裁判所訴訟代理等

東
城
ま
ち
な
み
春
ま
つ
り



　公
園
で
は
３
月
19
日（
土
）か

ら
、み
の
り
の
里「
ス
イ
セ
ン
ガ

ー
デ
ン
」を
公
開
し「
ス
イ
セ
ン

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
2
0
1
1
」
を

開
催
し
ま
す
。

※
開
花
状
況
に
よ
り
日
程
が
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
は
、

改
良
が
加
え
ら
れ
て
き
た
園
芸

品
種
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。
５

年
前
に
植
え
ら
れ
た
ス
イ
セ

ン
は
、
球
根
が
分
球
し
毎
年
増

え
て
い
ま
す
。
今
年
は
新
た
に

１
０
０
品
種
を
加
え
２
３
０
品

種
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
西
日
本

一
の
品
種
数
と
な
り
ま
す
。

※
公
園
調
べ

　
　

　ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
「
み

の
り
の
里
エ
リ
ア
」
内
の
緩
や

か
な
丘
に
あ
り
ま
す
。

　こ
こ
に
は
開
花
時
期
が
異
な

る「
早
咲
き
」「
中
咲
き
」「
遅
咲

き
」
の
各
品
種
を
植
栽
し
て
お

り
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

に
か
け
て
ス
イ
セ
ン
が
次
々
に

咲
き
広
が
り
ま
す
。

　丘
の
下
側
か
ら
花
壇
を
見
上

げ
る
と
視
界
い
っ
ぱ
い
に
ス
イ

セ
ン
が
咲
き
広
が
り
ま
す
。
ほ

か
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
こ
こ
な
ら
で
は
の

眺
め
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ガ
ー
デ
ン
内
に
は
舗
装
さ
れ
た

通
路
や
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
階
段
に
は
手
す
り
が
あ
る

の
で
安
心
し
て
ス
イ
セ
ン
を
鑑

賞
で
き
ま
す
。

●
ス
イ
セ
ン
観
察
会

　品
種
の
見
分
け
方
や
育
て
方
な

ど
、ス
イ
セ
ン
に
ま
つ
わ
る
知
識

に
ふ
れ
る
楽
し
い
観
察
会
で
す
。

講
師

　三
宅
幹
雄
さ
ん

と
き

3
月
20
日（
日
）、27
日（
日
）、

4
月
3
日（
日
）、10
日（
日
）

13
時
～
15
時

　

と
こ
ろ

　ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン

●
モ
イ
ス
ト
・
ポ
プ
リ
体
験
教
室

　小
瓶
に
香
り
を
閉
じ
込
め
て

作
る
ポ
プ
リ
づ
く
り
。天
然
塩
に

ス
イ
セ
ン
や
ハ
ー
ブ
な
ど
を
加
え
、

精
油
を
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。

講
師

　大
谷
朱
美
さ
ん

と
き

4
月
2
日（
土
）、3
日（
日
）、

9
日（
土
）、10
日（
日
）

10
時
～
12
時
、13
時
～
15
時

と
こ
ろ

　ス
イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン

※
材
料
代
が
必
要
で
す
。

お 知 ら せお 知 ら せ
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公
園
な
ら
で
は
の
花
景
色

西
日
本
一
番
の
2
3
0
品
種

36
万
球
の
ス
イ
セ
ン
が

咲
き
広
が
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
催

備北公園管理センター
鈎0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

備北
丘陵公園
だより

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国
・
県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る
各
種
大
会
な
ど

の
上
位
入
賞
者
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

あ
�
ぱ
れ
庄
原

西
日
本
大
会

西
日
本

小
学
生
ス
キ
ー
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

県
大
会
な
ど

こ
と
ば
の
輝
き

優
秀
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

ひ
ろ
し
ま
自
慢

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

広
島
県
武
術

太
極
拳
選
手
権
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

バイク・軽自動車などの廃車・名義変更について
　軽自動車税は、毎年4月1日現在に軽自動車を登録されている所有者に課税されます。
　既に軽自動車を他人に売却・譲渡した場合や廃棄されている場合には、所定の手続きが必要です。手続きをさ
れていない場合には、引き続き登録されている方に軽自動車税が課税されますのでご注意ください。
　また、４月２日以降に廃車手続きをされた場合でも、その年度分の軽自動車税の納税通知書は、４月1日現在
の所有者の方に送付されます。
　軽自動車を売ったり買ったりしたときや、使用を止めたとき、住所などが変わったときは必ず手続きをして
ください。

自衛官募集　～平和を仕事にする～   

問い合わせ　自衛隊三次地域事務所　鈎0824-62-0350　　総務課行政係　鈎0824-73-1123

募集種目 応募資格 応募締切 試験期日

5月6日（金）まで
【締切必着】

１次試験
　５月14日（土）
　５月15日（日）

陸・海・空
自衛隊幹部候補生

自衛隊一般
曹候補生

平成24年４月１日現在18歳～27歳未満の方

平成24年４月１日現在22歳～26歳未満の方

１次試験
　５月21日（土）

【※20歳～28歳未満の方も受験できますが、詳しくは
三次地域事務所にお問い合わせください】 ※15日は筆記式操縦適性検査

　（飛行要員希望者のみ）

●手続きおよびお問い合わせ先は次のとおりです。

軽自動車の種類 手続き・問い合わせ
原動機付自転車（125ccまでのバイク）
小型特殊自動車・農耕用車両

税務課　鈎0824-73-1144
または各支所市民生活室
廃車の場合は、廃車する車両の標識・申請者の印鑑をご持参ください

軽自動車（四輪・三輪） 軽自動車検査協会　鈎082-503-8475
広島市西区観音新町４丁目13番13－4号

軽二輪車
（125ccを超え250ccまでのバイク）

広島県自動車整備振興会　軽自動車部二輪窓口
鈎082-295-2244
広島市西区観音新町４丁目13番13－3号

二輪小型自動車
（250ccを超えるバイク）

※年度中途に廃車などの手続きをしても、その年度分の軽自動車税の還付はありません。

中国運輸局広島運輸支局　鈎050-5540-2068
広島市西区観音新町４丁目13番13－2号

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

　平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　こ
の
縦
覧
は
、
納
税
者
の
皆

さ
ん
が
自
己
の
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
を
、
縦
覧
帳
簿

に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
の
土
地
・

家
屋
と
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、
固
定
資
産
税
の
課
税

明
細
は
、
５
月
に
送
付
す
る
納

税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日(

金)

～
５
月
31
日(

火)

※
平
日
の
み

８
時
30
分
～
17
時
30
分

縦
覧
場
所

税
務
課
お
よ
び
各
支
所
市
民
生
活
室

縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税(

土
地･

家
屋)

の

納
税
者
本
人
お
よ
び
そ
の
同
居

の
家
族

②
納
税
者
の
同
意
書
ま
た
は
委

任
状
を
持
参
す
る
人

③
納
税
管
理
人

④
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
ま

た
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
人

⑤
法
定
代
理
人

（
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

※
固
定
資
産
課
税
台
帳
は
、
い

つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

鈎
0
8
2
4-

7
3-

1
1
4
4

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

司法書士法人SOLY（ソリー）

「遺言・相続」「借金問題」「成年後見」「登記手続」
どうしたらいいの？

SOLY にご相談ください! 7人の司法書士がお応えします。

今月のセミナー「知ってみよう！相続手続き①」
～私はどのくらい相続できるの？～

13日（日）サングリーンコミュニティホール
13時30分～講演14時30分～質疑応答

ピオーネ支店 三次市十日市中２丁目４番６号　本店　広島市中区八丁堀３番８号

フリーダイヤル
電話相談【無料】

http://soly.jp
(info@soly.jp)

（
１
月
15
日
～
16
日
・
大
山
国
際

ス
キ
ー
場
）

●
第
３
位

田
辺

　謙
介（
東
城
小
５
年
）

●
最
優
秀
賞

　
　
　明
音（
川
北
小
３
年
）

●
優
秀
賞

長
谷

　彩
花（
小
奴
可
小
１
年
）

道
下

　黎
哉（
山
内
小
１
年
）

奥
田

　陽
毬（
比
和
中
2
年
）

小
田

　恵
花（
比
和
中
2
年
）

小
田

　実
法（
比
和
中
2
年
）

加
藤

　正
樹（
比
和
中
2
年
）

岸
田

　直
之（
比
和
中
2
年
）

木
村

　静
也（
比
和
中
2
年
）

實
延
な
つ
き（
比
和
中
2
年
）

須
山

　綾
香（
比
和
中
2
年
）

田
中

　大
地（
比
和
中
2
年
）

冨
永
麻
衣
子（
比
和
中
2
年
）

豊
浦

　奈
美（
比
和
中
2
年
）

長
井

　康
平（
比
和
中
2
年
）

濵
田

　彩
香（
比
和
中
2
年
）

●
入
賞

　

直
江

　隆
将（
小
奴
可
小
５
年
）

松
榮

　有
香（
小
奴
可
小
６
年
）

柳
生

　千
夏（
小
奴
可
小
６
年
）

白
石

　雄
大（
東
城
小
６
年
）

　

（
２
月
13
日
・
県
立
総
合
体
育
館
）

●
24
式
太
極
拳
Ｂ

　第
４
位

　

宮
崎

　良
治（
西
本
町
）

（
２
月
5
日
～
６
日
・
庄
原
市
）

●
一
般
の
部（
Ｐ
リ
ー
グ
）

優
勝

チ
ー
ム
和
南
原
左
衛
門
ズ（
高
野
町
）

第
３
位

笑
楽
2
0
1
1
初
恋（
東
本
町
）

第
３
位

卯
R
Y
U
Ⅱ（
高
野
町
）

●
一
般
の
部（
Ｆ
リ
ー
グ
）

優
勝

雪
村
時
代（
高
野
町
）

第
５
位

シ
ル
バ
ー
左
衛
門
ズ（
高
野
町
）

●
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

第
３
位

な
な
つ
か
あ
ち
ゃ
ん
ズ（
上
原
町
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優
勝

高
野
雪
合
戦
部
赤（
高
野
町
）

準
優
勝

総
領
少
年
野
球
部（
総
領
町
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

企
画
課
広
報
統
計
係

鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
島
県
雪
合
戦
大
会

あっぱれ

庄原
あっぱれ

庄原

0120-08-4864 担当司法書士 藤原快行
中村麗子

スイセンファンタジー
2011 開催！

西日本一のスイセンコレクション

開
花
状
況
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

浜田昭法の絵画展
とき　４月８日（金）～10日（日）
　　　10時～17時

　庄原市文化協会事務局　鈎0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　鈎0824-73-1178
※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み
ください。使用料はいりません。

　先月初めに不覚にもインフルエンザにかかって
しまいました。体調を崩してわかる健康のありがたさ。
皆さん、春はいろんな動きが活発になる季節ですが、
季節の変わり目で体調を崩しやすい時季でもあり
ます。たっぷりの睡眠とバランスの良い食事を心掛け、
元気に新年度を迎えましょう。

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

鈎0824-75-4411

３月・４月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

広報日記

問

犬・猫の引き取り
鈎0824-72-1398環境衛生課問

人の動き
平成23年１月末日現在

奥

【３～４月のイベント情報】

総領
地域

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

毎月第２水曜日
3月9日
4月13日

毎月第1～第4火曜日
3月8日・15日・22日
4月5日・12日・19日
・26日

毎月第１・第３木曜日
3月17日
4月7日・21日

毎月第１・第３木曜日
3月17日
4月7日・21日

  9：40～  9：50
10：20～10：30

毎月第４木曜日
3月24日
4月28日

毎月第４木曜日
3月24日
4月28日

毎月第４木曜日
3月24日
4月28日

  9：40～  9：50

11：00～11：10
11：25～11：35
11：50～12：00

  9：00～  9：10

11：40～11：50

13：20～13：30

13：50～14：00

小奴可研修センター
東城文化会館

総領支所
（スクールバス駐車場）

東自治振興センター
市役所車庫
敷信自治振興センター

西城支所前

口和支所前駐車場

高野支所横

比和支所

ゆめさくら講座
癒しの空間づくりKouza

「春を楽しむ～寄せ植え～」
とき　３月25日（金）
　　　朝の部　10時30分～12時30分
　　　昼の部　13時30分～15時30分
参加費　1,800円　定員　各15人

かずら教室
「鉢カバーを編もう」
とき　４月11日（月）９時30分～12時
参加費　1,800円　定員　15人

展示・その他
写真展「遥かなる煙・追憶の蒸気機関車」
～1971年まで芸備線で活躍していた蒸気
機関車～
とき　３月14日（月）～28日（月）

手仕事・里山の菜の花と福朗展
とき　３月31日（木）～４月25日（日）
　　　午前中まで
※期間中、ふくろう作り体験あり

◎と　き　４月９日（土）　９時～12時
◎ところ　本庁３階　市長室

※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当
課へお願いします。

ふれあい市長室の日程
鈎0824-73-1159企画課広報統計係問

　成虫で冬を越す昆虫は、凍蝶（いてちょう）として歳時
記に載り、俳句の季語にもなっているタテハチョウ、キチ
ョウの仲間、集団で身を寄せあって枯草などの内に潜む
テントウムシなどが見られます。トンボの仲間にも数種、
越冬するものがいます。
　冬を越すトンボはイトトンボの仲間で、川や池の近く
の草むらや開かれた林間などで見かけます。トンボの中
では小型で名前のとおり細くて飛翔力が弱く、飛んでい
る姿よりも静止しているものを多く見かけます。この仲
間に、オツネントンボ、ホソオツネントンボと呼ばれるト
ンボがいますが、このオツネンとは、越年するという意味
で名付けられたもので、冬場成虫のまま草の茎や、地表に
露出した根などに止まったり樹幹のすき間などに静止し
たりしてじっと春を待ちます。
　中国山地のように積雪が多く氷点下の日が続くような
寒さの厳しいところでは、成虫として冬を越すトンボと
してアオイトトンボ科のオツネントンボ、ホソオツネン
トンボとイトトンボ科のアオイトンボが知られています。
　博物館収蔵庫には、本州で見られる120種のうち中国
地方のものを中心とした70種余りが収蔵されています。

○

○

○

○

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市

★出展者募集中! あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締切です。
★申し込みは　交流サロンラッキー
　　　　　　　鈎0824-72-0075まで

詳しくはHPで http://kunchi-ichi.main.jp

４
月

《と　き》　４月９日（土） 10時～14時
《ところ》　中本町商店街周辺
　　　　　（のぼりが目印）

●住民基本台帳登載人口
　人口　40,510人（前年比－561人）
　男　　19,254人（前年比－236人）
　女　　21,256人（前年比－325人）
　世帯数　16,060世帯（前年比＋11世帯）

●外国人登録人口
　人口　321（前年比＋4人）

庄原市役所 　女 性 児 童 課　鈎0824-73-1243

配偶者・パートナーからの

暴力（DV）で悩んでいませんか
～あなたは“ひとり”じゃない～

広 島 県 西 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 女 性 相 談 課
（配偶者暴力相談支援センター・婦人相談所）鈎082-254-0391

広 島 県 北 部 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー 　 相 談 援 助 課
（配偶者暴力相談支援センター）鈎0824-63-5181（内線2313）

休日診療のご案内

３月・４月の休日診療については、次のとおりです。

●庄原地域

3月13日（日）

20日（日）

21日（月）

27日（日）

4月  3日（日）

10日（日）

牧原医院

河本医院

笠間医院

田渕医院

庄原赤十字病院

藤野医院

鈎0824-72-0057

鈎0824-75-0311

鈎0824-72-0535

鈎0824-72-3900

鈎0824-72-3111

鈎0824-72-4646

●東城地域

3月13日（日）

20日（日）

21日（月）

27日（日）

瀬尾医院

東城病院

三上クリニック

こぶしの里病院

鈎08477-2-0023

鈎08477-2-2150

鈎08477-2-1151

鈎08477-2-5255

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

鈎0824-73-1145
鈎0824-73-1175
鈎0824-73-1197

●税務課収納係
●下水道課管理係
●水道課庶務係

￥

献血のご案内
鈎0824-73-1155保健医療課医療予防係

献血をつぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

問

実施日 会　場 受付時間

３月
25日（金）

東城支所
10時～11時30分
12時30分～15時

毎年3月10日は「農山漁村女性の日」です。
男女共同参画コーナー 鈎0824-73-1243女性児童課

比和自然科学博物館 鈎0824-85-3005

開館　９時～17時（年末年始休館）

　農山漁村の女性は、農林水産業を支える重要な担い手です。
この農山漁村女性の役割を広く理解してもらう目的で、昭
和62年に定められました。
　日本の農業は、家族単位での経営が大半を占めています。
家族だからこその良い面もたくさんありますが、それぞれ
の役割や労働時間、報酬など、就業条件
があいまいになりやすく、さまざまなス
トレスが生まれるという面もあります。
農家でがんばっている女性の働きをき
ちんと評価し、意欲や能力を発揮できる
よう、家族で、地域で、考えていきたいで
すね。

　広報しょうばら2月号の24ページで、誤りがあり
ました。次のとおり訂正するとともに、深くお詫び
いたします。

【お詫びと訂正】

けんみん文化祭ひろしま'10
（誤）現代詩の部　庄原市議会議長賞　赤堀幸子（高町）
（正）現代詩の部　広島市議会議長賞　赤堀幸子（高町）


